
     

 
 

 
 

 
 

さ 

 

失
業
し
た
場
合
、
前
年
の

所
得
を
基
準
に
課
税
さ
れ
る

国
保
税
は
、
高
す
ぎ
て
負
担

し
き
れ
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
国
は
緊
急
対
策
と

し
て
、
派
遣
切
り
な
ど
で
失

業
し
た
場
合
「
国
が
お
金
を

持
つ
の
で
、
国
保
税
の
軽
減

を
推
進
す
る
よ
う
」
地
方
自

治
体
に
通
知
し
ま
し
た
。 

 

伊
勢
崎
市
は
こ
れ
を
全
く

無
視
、
減
免
の
活
用
を
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
。 

国
が
負
担
も
す
る
と
ま
で

■計算例として紹介された世帯の国保税 
本人４２歳〃妻４１歳〃子１２歳、１０歳 

営業所得１３３万円、固定資産税１０万円 

の世帯の国保税を計算すると。 

・医療分    ２０４、８００円 

・後期高齢者分  ５４、５００円 

・介護分     ４２、０００円   

合計国保税   ３０１〃３００円 

日本共産党市議団ニュース ２０１０年新春号 
 

日日本本共共産産党党  

市市議議団団ﾆﾆｭｭｰーｽｽ  
２０１０年新春号北千木町

２０８７電話 25-4854/ﾌｧｯｸｽ

24-8204 

 

国
保
税
負
担
の
重
さ
に
悲
鳴
、
所
得
の
二
十
三
％
！ 

 

は
く
に
ま
か
せ 

住民の暮らし命を守る市政への転換を求める 
 

国
の
失
業
者
対
策 

知
ら
ん
ぷ
り 

 

緊
急
雇
用 

対
策
充
実
を 

 

市
が
失
業
者
を
臨
時

的
に
雇
用
す
る
、
緊
急

雇
用
対
策
は
党
議
員
団

の
度
重
な
る
要
望
で
、

当
初
予
算
か
ら
一
八
九

人
追
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

来
年
度
は
二
五
事

業
、
三
二
四
人
の
新
規

採
用
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
が
答
弁
さ
れ
ま
し

た
。
一
度
だ
け
は
再
雇

用
を
認
め
ら
れ
、
最
大

一
年
の
雇
用
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
な
る
雇
用
対
策

充
実
を
求
め
ま
し
た
。 

 

十
一
月
三
十
日
か
ら
十
二
月
十
六
日
ま
で
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
、今
議
会
で
は
職
員
の
給
与
改

正
や
、小
型
自
動
車
競
走
事
業
会
計
に
基
金
を
創
設
す
る
た
め
の
条
例
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

一
般
質
問
に
は
日
本
共
産
党
議
員
団
を
代
表
し
て
北
島
元
雄
議
員
が
、国
民
健
康
保
険
の
問
題
な

ど
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

 

生
活
保
護
基
準
以
下

の
世
帯
に
三
〇
万
円

の
国
保
税 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

一
三
三
万
円
の
営
業
所
得

で
、
妻
と
子
供
二
人
の
世
帯

を
例
に
国
保
税
の
計
算
例

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
世
帯
の
国
保
税
は

三
〇
万
円
で
す
。
生
活
保
護

の
最
低
生
活
費
を
、
月
八
万

円
も
下
回
る
世
帯
で
す
か

ら
、
と
て
も
払
い
き
れ
な
い

金
額
で
す
。 

財
政
か
ら
の
繰
り
入
れ

も
増
や
し
国
保
税
の
引
き

下
げ
や
、
減
免
制
度
の
拡
充

を
し
て
、
払
い
き
れ
る
国
保

税
で
保
険
証
の
取
り
上
げ

を
な
く
し
、
市
民
の
健
康
と

暮
ら
し
を
守
る
国
保
制
度

へ
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。 

 

保
険
証
を
取
り
上
げ
ら
れ
た

世
帯
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
罹
患
し
た
場
合
、
病
院
に

行
け
ず
に
不
測
の
事
態
も
予
想

さ
れ
る
た
め
、
緊
急
対
応
を
求

め
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
保
険
証
を
交

付
す
る
と
答
弁
し
、
質
問
の
翌

日
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
、

市
役
所
と
支
所
で
即
日
交
付
す

る
こ
と
を
決
定
し
公
表
し
ま
し

た
。 

  

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
で
保
険
証
！ 

 

言
っ
て
い
る
の
に
、
広
報
も
せ

ず
、
適
用
も
し
な
い
と
い
う
怠

慢
で
す
。
こ
ん
な
冷
た
い
市
政

で
は
住
民
は
救
わ
れ
ま
せ
ん
。 

  

 

市
も
こ
れ
で
は
払
い
き
れ

な
い
と
認
め
た
の
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
計
算
例
を
、

変
更
す
る
姑
息
な
や
り
方

で
、
批
判
を
か
わ
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。 

  

■右と同世帯の生活保護基準 
・1 類 食費を想定したもの 

１０歳       ２７、９４０円 
１２歳       ３４、５１０円 
４１歳       ３１、３１０円 
４２歳      ３１、３１０円 

・２類 世帯ごと費用 
４人家族     ５６，１００円 

・ 児童加算    １０，０００円       
合計生活保護基準額１９１，１７０円  
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二
つ
の
意
見
書
採
択
に
見
る
議
会 
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平和市長会議の仲間入り 
核兵器のない平和な世界の実現を目的とす

る、平和市長会議の理念や活動趣旨に賛同し、

１２月１７日付で伊勢崎市も加盟しました。 

平和市長会議とは、広島市、長崎市が中心にな

って１９８２年に設立され、１９９１年には国

連ＮＧＯとして国連の経済社会理事会に登録

されました。 

２００９年１２月時点で３、３９６都市（１

３４カ国・地域）が加盟しています。 

 

>/>0�v  �¥  

小型自動車競走事業の基金創設 
 赤字続きのオートレースも、昨年は４

億円の繰越金が出ました。 

まだ借り入れた納付金の返済が残って

いますが、今後どのようになるかわから

ないと言うことで、繰り越 

したお金を積み立てるため 

に基金を創設し、４億円を 

積み立てました。 

安心安全防犯灯の増設を 
 

 


